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 診断の⼿引き

①「4V」で顔全体の状態を診る
②⽑⽳で肌内部の状態を診る
③キメ・⼩じわで⾓質の状態を診る

より診断を断定させる場合、
④⽬元の⼩じわ・シワを診る



 お肌の断⾯図  お顔の筋⾁図



「4V」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

各▽の⾯積

V1ゾーン
頬の頂点の位置を表す
頭⽪の筋⾁の影響を受け
ることもある

⼝⾓横の頂点の位置を表す
⾸肩の筋⾁の影響を受ける
こともある

V2ゾーン

4Vで現状のお顔の状態を
確認する



「4V」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

⻘い点より、
⽩い点が外側

肌たるみ・むくみ傾向
⻘い点の、
真下に⽩い点

筋⼒低下傾向

⻘い点より、
⽩い点が内側

コリ・癒着傾向

ハリ・弾⼒が出るスキンケア
⾎流促進やリンパのマッサージ

⾎⾏促進、ストレッチ

コリ取りマッサージや
ツボ押し



「⽑⽳」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

各部位ごとの⽑⽳の数をチェック
※各項⽬200前後の数があると、⽑⽳の数は多め

⽑⽳で肌内部の状態を確認
する



「⽑⽳」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス
油分が多く、⾓質
が厚く⽬⽴つ状態

乾燥により⽑⽳
が開いている状態

お肌内部がたるみ、
⽑⽳が引っ張られ
ている状態

脂性⽑⽳

乾燥⽑⽳

たるみ⽑⽳

コリ⽑⽳ コリやむくみによっ
て⽑⽳がている状態



クレンジングや洗顔を
⾒直し

凝りほぐしマッサージ
リンパデトックス

「⽑⽳」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

⽪脂・⽑⽳汚れ コリ・むくみ

乾燥 肌たるみ
真⽪ケアの導⼊

コラーゲンサプリなど
シートパックの導⼊や
化粧⽔の⾒直し



「キメ」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

各部位ごとのキメの数をチェック

数値が・・

キメで肌表⾯（⾓質）の状
態を確認する

10以下：お肌が薄く、キメが
なくなっている状態

50以上：お肌が厚く、⾓質が
固くなっている状態



「キメ」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス
線が重なり、
濃く太い

⾓質が厚く、
硬くなっている

線が細く、
何本もある

線が細く、
ほとんどない

乾燥キメ流れ

摩擦キメ流れ

クレンジング・洗顔・
化粧⽔・洗い⽅の⾒直し

クレンジング・洗顔・
洗い⽅の⾒直し・
クリームの導⼊

お⼿⼊れの仕⽅の⾒直し・
キメが整うまでパックの導⼊

⽬安：50以上

⽬安：10以下



「シミステージ」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

各ステージのシミの数をチェック

ステージ１：
肌表⾯にあるシミ

ステージ２：
表⾯から少し奥にあるシミ

ステージ３：
⽣まれたばかりの⼀番深いところにあ
るシミ

※肝斑は拾いません



「シミステージ」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス
撮影環境や撮影⽅法が悪いと、左の写真のように、前髪や影を拾うことがあります。
説明書の撮影⽅法をよくお読みいただき、撮影ください。

Stage1

⾓質層（お肌の表⾯）
にある⽬⽴つシミ

Stage２

Stage３

お肌の中に存在
しているシミ

お肌の奥で⽣まれた
ばかりのシミ



「シミステージ」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

Stage1

⾓質層（お肌の表⾯）
にある⽬⽴つシミ

クレンジング・洗顔の⾒直し

化粧⽔の⾒直し・
美⽩美容液の活⽤

美⽩美容液の⾒直し・
⽇焼け⽌め・代謝上げケア

Stage２

Stage３

お肌の中に存在
しているシミ

お肌の奥で⽣まれた
ばかりのシミ

*Stage3で⽣まれがシミがターンオーバーの過程でそのまま残るか、
薄くなるかで、Stage2、Stage1の数が変わります。



「⽬元の⼩じわ」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

各部位の⼩じわの本数をチェック



乾燥⼩じわ

「⽬元の⼩じわ」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

たるみ⼩じわ

表情⼩じわ

⽬元の乾燥

通称笑いじわ
ハリ弾⼒の低下

⽬元パック・保湿クリーム

美顔器による導⼊ケア・
保湿クリーム 4Vの原因と同じ

筋⼒低下・むくみ・
肌たるみ

肌のハリ弾⼒ケア・
むくみとりマッサージ



「しわ」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

各部位のしわの本数をチェック



肌のハリ弾⼒ケア・
むくみとりマッサージ

4Vの原因と同じ
筋⼒低下・むくみ・

肌たるみ

「しわ」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

表情じわ ゴルゴライン ほうれい線

表情グセ
頭⽪や⽬回りのコリ

頭⽪マッサージ・
サプリメント



「クマ」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

40の場合 20の場合

クマは256段階のグレースケールの考え⽅を元に算出しています。

透明が0、⿊が256となっています。
クマの度合いを確認する⽬安として使⽤ください。

参考値：
20前後：それほど気にならない
30前後：クマが気になる
40以上：クマが⽬⽴つ



⻘クマ

茶クマ

⿊クマ

「クマ」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

お客様の⽣活習慣を聞き、どのクマに当てはまるかを
確認してアドバイスを差し上げてください。

・⾎⾏不良
・⽬の疲れや頭⽪残りな
どによる⾎⾏不良
・寝不⾜

・摩擦による⾊素沈着�お化粧
やクレンジングによる摩擦
・花粉症や⽬を擦る癖がある

・⽪膚の弾⼒不⾜による影
・加齢により⽬が窪む
・⽬の下の⽪膚のたるみ、
⼩ジワ



「⾚み」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

*⾚みはニキビなどの⾚みではなく、肌に起きている
炎症を表します。

*普段は特に気にする必要はありませんが、⾚みの数
値が⾼いときは、肌に炎症が起きている時なので、気
をつけましょう。



「⾚み」の結果の⾒⽅とお⼿⼊れアドバイス

乾燥⾚み

アレルギー⾚み

⽪脂分泌⾚み

クレンジング、洗顔の⾒直し・
⽣活習慣の⾒直し

化粧⽔でのコットンパック・
保湿クリーム

保湿クリームによるパック・
⽣活習慣の⾒直し

乾燥による肌の炎症

⽪脂による肌の炎症

⿐のかみすぎによる
肌の炎症
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